






まとめ 

未熟児の TSH 値は,在胎期間が短い児ほど,高い傾向があり,10μU/m1 以上となる頻度が高

い。さらに,その時の T4 の値は成熟児のｰ 2SD 以内でまた未熟児の正常範囲内であった。重

篤な合併症があり死亡した超未熟児ではT4は著しく低値であってもTSHは高くならなかっ

た。このように T4,TSH の間の fecdback は著しく未熟な時期には明らかではない。しかし

超未熟児のクレチン症で,feedback が成立していると考えられる報告もあり,未熟児(特に

極小未熟児,超未熟児)におけるマス・スクリーニングは T4 も測定し,未熟児の正常値を考

慮して成熟児の範囲に達するまで経過を追っていく必要があると思われる。 


